
















































































70 頭～ 100 頭と推定される絶滅危惧種である。減少原因には、生息地の減
少、交通事故等があるが、ネコからの感染症もそのひとつとして挙げられて
いる。1996 年、2000 年、2002 年に FIV（ネコ免疫不全症候群ウイルス）、
いわゆるネコエイズに感染したツシマヤマネコが発見された。羽山（2019）
によると、環境省による調査結果から 2000 年頃の発見地域周辺でのノラネ























正飼養の活動を開始した。2004 年に NPO 法人「どうぶつたちの病院」が
対馬動物医療センターを開業し、後に他の動物病院も対馬市内で開業し、
2019 年現在、対馬市内には動物病院が 2 つある。






















































ケート調査となる。2019 年 11 月 1 日から約 1 か月間の期間で市全域 20
歳代～ 70 歳代の男女から無作為抽出により 1,000 人を対象として、発送元
は対馬市文化交流・自然共生課、返信先は大正大学人間学部人間環境学科と
する郵送方式により実施し、541 人からの回答を得た（回収率 54.1%）。ア
ンケート調査の質問項目は 20 問となる（表 1）。なお、このアンケート調
査結果について、ネコの適正飼養に関する考察はすでに一部公表されている





2019 年 10 月初旬から 11 月初旬の約 1 か月間の期間で、10 地区 490 世
帯を対象に 1 世帯から 1 人、無記名での回答形式とした。配布は 10 地区の
区長に協力してもらい、返信先は大正大学人間学部人間環境学科への郵送と
して実施した。返信は 178 通となった（回収率 36.3%）。アンケート調査の






















































































含めて情報収集をすることを目的に、2019 年 7 月 31 日から 8 月 3 日、9







ネコ不妊化事業実施 10 地区を対象にしたアンケート調査は「10 地区」と
表記する。10 地区の地区名は、本研究では後述する返信率の高さから順番




回答者の年代・性別（表 3）は 60 歳代女性が最も多く、次に 70 歳代女
性が続いている。居住地は 6 町単位で集計した結果、厳原町が最も多く、
次に美津島町が多い（表 4）。
対馬市の人口は 2019 年 9 月末時点で 30,470 人である。アンケート調査
の回答者が母集団を代表しているのか、代表性の検討については、回答者の





出身は「島内出身」が最も多く 84.6% であった（表 8）。対馬市内での居



























































上対馬町 53 10.0% 
上県町 57 10.7% 
峰町 38 7.2% 
豊玉町 64 12.1% 
美津島町 129 24.3% 
厳原町 190 35.8% 
回答者数 531 100%
20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代 計
回答者 25 4.7% 61 11.6% 98 18.6% 97 18.4% 135 25.6% 112 21.2% 528 100%
非回答者 2576 10.0% 3336 12.9% 4387 17.0% 4229 16.3% 6032 23.3% 5310 20.5% 25870 100%
住民基本台帳 1802 8.3% 2845 13.1% 3500 16.1% 3758 17.3% 5416 24.9% 4464 20.5% 21785 100%
注：有意差が認められた（x2=150.86、有意水準 5%、d.f.=5）
上対馬町 上県町 峰町 豊玉町 美津島町 厳原町 計
回答者 53 10.0% 57 10.7% 38 7.2% 64 12.1% 129 24.3% 190 35.8% 531 100%
非回答者 3652 12.2% 2966 9.9% 1938 6.5% 3185 10.6% 7301 24.4% 10897 36.4% 29939 100%
住民基本台帳 3705 12.2% 3023 9.9% 1976 6.5% 3249 10.7% 7430 24.4% 11087 36.4% 30470 100%
注：有意差が認められた（x2=3.88、d.f.=5）
男 女 計
回答者 246 46.2% 286 53.8% 532 100%
非回答者 10939 51.5% 10314 48.5% 21253 100%
住民基本台帳 11185 51.3% 10600 48.7% 21785 100%
注：有意差が認められた（x2=5.68、有意水準 1%、d.f.=1）







































島内出身 439 84.6% 
長崎県内他市町村出身 28 5.4% 
長崎県外出身 51 9.8% 
































５年以上 10 年未満 11 2.1%
10 年以上 20 年未満 46 8.6%

























回答者は年代では 10 歳代から 90 歳代と幅広くなり、年代と性別でみる
と「60 歳代男性」と「60 歳代女性」が最も多くなった（表 14）。
居住地については、1 世帯につき 1 人の回答をお願いしていることもあり、
ここでは地区ごとの返信率で報告する。1 地区では 80% を超える返信率で
あるが、7 地区では 50% を下回る返信率となった（図 1）。






















































































での質問結果を図 2 に整理した。「市全域」では平均 4.8 頭、最大 100 頭（回
人数 割合
20 年未満 16 17.4%
20 年以上 40 年未満 16 17.4%
40 年以上 60 年未満 20 21.7%








































































いるので、表 18・表 19・表 20 に整理した。効果は「少し効果があった」








A 地区 31 9.4
B 地区 28 5
C 地区 40 2.7
D 地区 14 13.3
E 地区 49 3.9
F 地区 32 2.7
G 地区 22 4.6
H 地区 18 4.1
I 地区 26 6.2
J 地区 15 3.5






































































事業の満足度について（表 20）は、「とても満足」が 43.6% と最も多くなり、
「少し満足」の 25.6% と合計すると約 7 割の回答者が満足してることがわか
る。
ノラネコ不妊化事業の継続および回答者自身の事業への参加姿勢について
質問した結果は表 21・表 22 となる。事業の継続（継続すべきと思うかと質問）
については「はい」が 82.8% となった（表 21）。
一方、事業の参加姿勢については、「市への通報」と「話し合いの参加」
が約 3 割回答されていたが、「参加したくない」も約 3 割回答されていた（表
22）。
前掲した表 17、屋外にいるネコで困っているかの有無、表 18・表 21 の
結果の一部と併せて、表 23 に整理した。表 23 からは、事業に「効果があっ
た」、「継続すべき」割合は地区により異なり、その背景には「屋外で見かけ
るネコの数（平均）」、その結果としての屋外にいるネコで「困っている」割
























































A 地区 31 9.4 45.0% 95.0% 100%
B 地区 28 5 73.3% 66.7% 93.3%
C 地区 40 2.7 31.6% 73.7% 66.7%
D 地区 14 13.3 86.7% 13.3% 93.8%
E 地区 49 3.9 52.4% 95.2% 90.5%
F 地区 32 2.7 50.0% 78.6% 85.7%
G 地区 22 4.6 75.0% 62.5% 77.8%
H 地区 18 4.1 75.0% 60.7% 66.7%
I 地区 26 6.2 85.0% 61.1% 89.5%
J 地区 15 3.5 66.7% 66.7% 85.7%
































































































人数 割合 人数 割合
住民の生活環境を守るため 147 37.5% 38 11.6%
ノラネコが増えすぎないため 131 33.4% 118 35.9%
ツシマヤマネコに病気（感染症等）をうつさないため 44 11.2% 73 22.2%
ノラネコに関連する「近隣トラブル」を発生させないため 44 11.2% 57 17.3%
ノラネコ自体の健康を守るため 17 4.3% 15 4.6%
希少な野生動物がノラネコに食べられないため 5 1.3% 19 5.8%
わからない 0 0.0% 5 1.5%
その他 4 1.0% 4 1.2% 

















































































































内のみで飼っている」（15 人）の飼育頭数は平均 1.8 頭、最大 5 頭、「室外
のみで飼っている」（8 人）の飼育頭数は平均 3 頭、最大 13 頭、「室内と室






























































































について質問したところ「飼っていない」が 76.7% であり（回答者数 490 人）、
動物名は「飼っていない」376 人を除いた結果を表 37 に整理した。「金魚」
が最も多く、「犬」が続く。「その他」では「メダカ」（16 人）や「ニワトリ」
（4 人）、「クワガタ」（3 人）、「トカゲ」（1 人）が挙げられていた。
平均頭数 最大頭数
A 地区（N=1） 7 7
B 地区（N=8） 3 7
C 地区（N=1） 4 4
D 地区（N=3） 1.6 3
E 地区（N=3） 1 1
F 地区（N=1） 2 2
G 地区（N=1） 1 1
H 地区（N=4） 6.5 20
I 地区 飼育の回答なし 飼育の回答なし
J 地区（N=2） 4 4






















































頭、「10 地区」では 5.5 頭であり、今後ノラネコ不妊化事業を検証していく








































































































































































































































　 ＜ https://www.kyodo.co.jp/mamegaku/2019-07-31_2156609/ ＞，
2020.6.12 参照








して～」対馬学フォーラムポスター発表（2019 年 12 月 8 日開催）．
４） 筆者は塚田和輝氏が当時所属していた人間環境学科環境政策コースの指
導教員であり、本研究においてアンケート調査の結果を利用することに
ついては本人の承諾を得ている。
５） J 地区のようにツシマヤマネコの保護を最優先に事業を実施した地区も
ある。なお、事業は「ツシマヤマネコへの影響を防止すること」が目的
の 1 つに挙げられているので、事業実施地区はツシマヤマネコの生息
地に近いことが前提となる。
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付記
現地での聞き取り調査およびアンケート調査（市全域）は、科学研究費補
助金（基盤研究 C：19K03121）を受けて実施しました。お忙しいところご
協力をいただき、まことにありがとうございました。調査に際し、対馬市文
化交流・自然共生課の神宮周作様・吉田裕司様をはじめとする対馬市役所の
皆様には多大なご協力をいただきました。まことにありがとうございまし
た。また本研究の計画と実施にあたり多くのアドバイスをいただきました大
正大学の高橋正弘先生にも厚く感謝申し上げます。大正大学人間学部人間環
境学科 4 年生（当時）の塚田和輝氏・岡本美伸氏、アンケート票の発送作
業や入力作業に従事した大正大学人間学部人間環境学科の学生である岩本流
星氏・醍醐望氏にも感謝します。
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